
 

 

 

球形貯槽鋼管ブレースの告示で示された方法以外の 

有効な補強方法にかかる評価実施のご案内 

 

２０１１年東日本大震災において、ＬＰＧ球形貯槽の溶接鋼管ブレース（筋

交い）の交差部分が破断する事象が複数発生し千葉の製油所では爆発火災事故

となったことを受け、平成２５年１１月２９日に高圧ガス設備等耐震設計基準

（告示及び解釈通達、以下「改正告示」という。）が改正され、鋼管ブレース

の交差部及びブレースと支柱の取り付け部についての設計基準が新たに設け

られ、平成２６年１月１日から施行されています。 

また、平成２５年１２月３１日以前に設置された球形貯槽については、法的

な義務付けではありませんが、耐震性の向上を図る必要があることから、「既

存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について」（２０１４０５１９商局第１号

平成２６年５月２１日、以下、本通達と上記改正告示を総称して「改正告示等」

という。）により耐震評価を行うとともに、必要な場合には改正告示と同様に

耐震補強を行うことが求められています。 

鋼管ブレース交差部及びブレースと支柱の取り付け部については、改正告示

等に有効な補強方法が示されていますが、その他の方法による場合にあっては

高圧ガス設備等耐震設計基準に照らして「十分な保安水準の確保ができる技術

的根拠がある方法」で行うものとされています。 

高圧ガス保安協会では、当該「十分な保安水準の確保ができる技術的根拠が

ある方法」について、補強方法の評価を実施させていただくこととなりました

ので、ご活用いただきますようご案内申し上げます。（補強を行おうとする事業

者からの申請に基づき行う評価であり、法令上の制度ではなく、協会の自主的

な制度として実施させていただきます。）。 

ご不明な点等ございましたら、お気軽に下記担当課までお問い合わせくださ

い。 
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